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平成 1８年 9 月 14 日 

各 位 

会 社 名  モロゾフ株式会社 

代表者名  代表取締役社長 川喜多佑一 

（コード番号 ２２１７ 東証・大証第１部） 

問合せ先  代表取締役副社長 松 村 有 芳 

（ＴＥＬ． ０７８－８２２－５０００） 

 
中期経営計画『プロジェクトＭ』の進捗について中期経営計画『プロジェクトＭ』の進捗について中期経営計画『プロジェクトＭ』の進捗について中期経営計画『プロジェクトＭ』の進捗について    

２００６年１月期から２００８年１月期までの３ヵ年を実行期間とする当社の３ヵ年中期経営計画

『プロジェクトＭ』は、以下の４項目を柱とし「持続的成長と構造改革の加速による高効率経営の達成」

を目指してスタートしました。 

①新業態、新チャネル開発展開の加速による売上・利益の確保 

②商品品質、サービス品質の安定向上による安全安心の確保 

③顧客第一主義の徹底によるブランド品位の向上 

④環境への配慮、ＩＲの積極的取組みによる企業価値の向上 

これらは、【中期経営計画、単年度予算、目標管理制度を基盤として PDCA のサイクルを機能させ、

業績のＶ字回復を達成するとともにその進捗を適時適切に情報開示する】事を基本として継続して取組

んでおります。 

 

1.1.1.1.    『プロジェクトＭ』の進捗『プロジェクトＭ』の進捗『プロジェクトＭ』の進捗『プロジェクトＭ』の進捗    

2005200520052005 年度（年度（年度（年度（2005200520052005 年年年年 2222 月～月～月～月～2006200620062006 年年年年 1111 月）月）月）月）    

z 数値計画の進捗 

2005 年度 当初計画（ａ） 実績（ｂ） 差異（ｂ－ａ） 

売上高（百万円） ２４，２００ ２４，８６６ ＋６６６ 

営業利益（百万円） ３７０ ３４９ ▲ ２１ 

ＲＯＥ（％） ２．０ １．６ ▲０．４ 

売上高は計画を６６６百万円上回り、第 2 年度の目標値に近い数字を達成する幸先の良いスタ

ートが切れたものの、原材料費の高騰による売上原価の高止まり等により営業利益は計画を２１

百万円下回りました。尚、ＲＯＥについては当期利益が若干計画を下回った上、利益剰余金の増

加や有価証券評価差額金の増加に伴う自己資本の増加により、計画を０．４％下回りました。 

2006200620062006 年度（年度（年度（年度（2006200620062006 年年年年 2222 月～月～月～月～2007200720072007 年年年年 1111 月）月）月）月）    

z 数値計画の進捗 

2006 年度 当初計画（ａ） 見込み（ｂ） 差異（ｂ－ａ） 

売上高（百万円） ２４，９００ ２５，５００ ＋６００ 

営業利益（百万円） ４５０ ５００ ＋ ５０ 

ＲＯＥ（％） ０．２ １．３ ＋１．１ 

２００６年度については、上半期を経過した段階ですが２００５年度と同様順調に推移して
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おり最終的には当初計画を上回る見込みとしております。 

その理由として、 

① ２００６年度上半期においては前年から引続き好調な売上を継続しており、2006 年度通

期計画においても当初計画を６億円程度上回る売上高予算に増額修正いたしました。現時

点での見込みとして充分達成可能な目標と考えております。 

② 損益的には、原材料費の高騰に加え六甲アイランドオフィスへの集約による跡地【Ｐ＆Ｐ

スタジオ（神戸市中央区）、本社別館（神戸市東灘区）】の売却や減損会計の適用による損

失もありますが、増収に加え継続中のスリム化による固定費の削減により各利益段階では

当初計画より若干の増加となる見込みです。（なお、業績好転に伴う税効果会計の影響によ

り当期利益は１５０百万円に上方修正しております。） 

2007200720072007 年度（年度（年度（年度（2007200720072007 年年年年 2222 月～月～月～月～2008200820082008 年年年年 1111 月）月）月）月）    

z 数値計画 

２００７年度 当初計画(a) 今回計画(b) 差異(ｂ-a) 

売上高（百万円） ２5，4００ ２6，0００ ＋6００ 

営業利益（百万円） ７００ ７００  ０ 

ＲＯＥ（％） ６．０ ６．０ ０ 

最終年度の数値計画は前２年度の増収傾向を反映し、当初計画に対し売上高は 6 億円増加さ

せますが、競争激化に伴う新商品の開発速度の加速や売上原価の高止まり等の不確定要因を考

慮し営業利益および ROE に関する目標数値は変更いたしません。 

 

各戦略の進捗について各戦略の進捗について各戦略の進捗について各戦略の進捗について    

●●●●各戦略項目毎（各戦略項目毎（各戦略項目毎（各戦略項目毎（プロジェクトＭで掲げた３つのＭプロジェクトＭで掲げた３つのＭプロジェクトＭで掲げた３つのＭプロジェクトＭで掲げた３つのＭ）の）の）の）の検証検証検証検証    

        ＭＯＮＵＭＥＮＴＭＯＮＵＭＥＮＴＭＯＮＵＭＥＮＴＭＯＮＵＭＥＮＴ（モニュメント）（モニュメント）（モニュメント）（モニュメント）    

創業７５周年の MONUMENT（記念碑）として建設した六甲アイランドオフィスへの集約が完

了し、集約による効果に加え跡地の売却も極めて順調に進行したことによりキャッシュフローが

大幅に改善し、建設投資の回収見込みを大幅に短縮しました。 

今後は集約による有形無形の効果が損益をより一層好転させると予想しております。 

        ＭＯＶＥＭＥＮＴＭＯＶＥＭＥＮＴＭＯＶＥＭＥＮＴＭＯＶＥＭＥＮＴ（ムーブメント）（ムーブメント）（ムーブメント）（ムーブメント）    

ＩＲへの取組みは２００６年４月に専任部署を設置し今後積極的なＩＲ活動を目指して活動して

いく予定です。また、現行のＩＳＯ９００１に加え、環境対応としてＩＳＯ１４００１について

も２年後の取得を目指し準備を開始いたします。 

        ＭＡＲＫＥＴＩＮＧＭＡＲＫＥＴＩＮＧＭＡＲＫＥＴＩＮＧＭＡＲＫＥＴＩＮＧ（マーケティング）（マーケティング）（マーケティング）（マーケティング）    

販路の拡大戦略については増収および業績改善に大きく貢献しており、３ヵ年計画における大き

な柱となりました。次世代ブランドの展開は計画に対し若干遅れ気味ではありますが、今後巻き

返しを図っていく予定としております。これに伴う現行ブランドの整理については、「選択と集中」

の観点から並行して進めてまいります。生産体制再構築については予定通り２００６年度におい

て完了いたしました。今後は供給能力の向上と製造原価低減に大きく寄与する予定としておりま

す。 
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2.2.2.2.        『プロジェクトＭ』の今後の予定『プロジェクトＭ』の今後の予定『プロジェクトＭ』の今後の予定『プロジェクトＭ』の今後の予定    

Ｖ字回復を目標とした３ヵ年中期経営計画『プロジェクトＭ』は丁度折り返し点を過ぎた時点で

は順調に進行しております、残る期間につきましてもこのままの勢いで計画完遂を目指してまいり

ます。    

現時点では基本的な戦略は変更せず、激変する市場環境に対応するために適宜適切に軌道修正を行

いながら「持続的成長と構造改革の加速による高効率経営の達成」を目指してまいります。 

なお最終年度の数値目標については充分達成可能と見込んでおり、これを上回る経営成績を目指

し全社一丸となり業績向上に邁進していく予定です。 

以 上 

 
 

本資料の見通し、計画などに関する記述は本資料作成時点において入手可能な情報をもと 

にした当社の予測であり、実際の実績はこれと異なる可能性があります。 
                                                    


